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l.航空買物輸送の特徴

航空貨物輸送の特徴は何か?誰でも思い浮かべ

る点は､航空輸送は早いけれどもコストが高いと

いうことではなかろうか｡しかし､特徴はそれだ

けではない｡陸上ないし海上輸送と比軟して､次

の点を航空輸送の特徴として挙げることができる｡

まず､1点日は輸送の安全性が高いということ｡

事故率が低いので保険のプレミアムが低い｡従っ

て､高価な精密機械､貴重品等の輸送に適している｡

2番巨=こ迅速性｡船で1日かかる距離が飛行機

では1時間で行ける｡魚介類､野菜､果物等の生

鮮食料品は鮮度が大事なので世界中から航空で輸

入されている｡パソコンの様に次々に新製品が出

てくるライフサイクルの短い商品も航空で運ばれ

ることが多い｡

3番目に定時性｡航空輸送を日本とアジアの工

場との間のベルトコンベアーの様に使って電子部

晶を送っている荷主企業がある｡もし､組立て部

品がタイムリーに届かないと工場が止まってしま

う｡航空便の走時率が約9割と高いので､この様

な航空の使い方が可能になっている｡船に比べて

優の頻度が多いことも航空輸送の特徴である｡

2.荷主の航空利用動機

荷主は上記のような航空輸送の特徴を活かして､

次に挙げたような様々の理由から航空輸送を利用し

ている｡

-クレームや納期遅れをカバーしたい｡

-新製品の初期市場を押さえたい｡

-,振動 .衝撃を避けたいo(精密機械等)

-顧客満足度の向上のため補修部品を早く届けたい｡

航空貨物輸送の特徴と荷主の利用動機

航空は早いが高い7
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す安全-低事故率-精密機械､貴重品

p}迅速-時間価値-生鮮食品､新製品
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輸送力面の特徴:大量一括輸送には不向き､輸送の頻度は高い

刺
+クレーム､納期遅れをカバー

+長時間輸送では価値がなくなる

す新製品の初期市場を押さえたい

す需要が急激に伸びて供給が追い付かない
す運賃負担力がある
+糎動､衝撃を逝ける必要がある

す盗難､笈損の可能性が少ない

す保険､梱包､在庫費等を考慮すると安い

す補傭部品を早く届けたい
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一保険

･梱包 ･在韓費等を考慮すると安い｡-必要な量

をタイムリーに配送して在庫を減らしたい｡

以上のような利用動

機から分かるように､荷主は輸送手段の選択に当たって､運賃だけを判断

基準にしているわけではない｡運賃だけを比較する

と､航空は船の7倍程高いと言われて

いる｡しかし､梱包費用 ･地上の墳持費用 ･保険料等を

考慮すると､トータルの費用は余り違わないケースも

ある｡特に､少量のコンテナ未満

貨物の場合には､ドアツードアの捻費用はそれ程

大きく違わないようである｡3.荷主の航空

利用動機の変化かつては生産が遅れて納期に

間に合わないから高い運賃を払って泣く泣く航空

を使う､あるいは､商品に不具合があってクレー

ム対応のために緊急に航空で運ぶ等のケースが多

かった｡緊急避難的にソロバンには合わないのを

覚悟で､仕方なく航空を使うという使い方である

｡今でもこの様なケースはある｡例えば､リコー

ルになった自動車部晶､タイヤ等を航空で緊急輸

送するように｡利用動機の変化を3つの段階に

分けることが出来る｡第一段階は輸送､保管､荷

役､包装､保険料等を個別に管理し､航空につい

ては運賃が高いので､船で間に合わない時に仕方

なく使うという段階｡第2段階は物流をトータル

システムとして捉えて､トータルコストでメリット

があれば､航空を使おうという段階｡第3段階はロ

ジスティックスを事業戦略のツールとして位置付

け､顧客浦10 足皮の向上とコスト削減を同時

に達成するために使う段階である｡近年は次のよう

な戦略的な航空利用が増えている｡-新製品の最

初のロットを早く店に出して初期市場を押さえる

ため｡-リードタイムを短縮して顧客満足度を上げ

るため｡一注文生産方式を可能にするため｡一必要な量をタイム7)一に届けて在庫を無くすため｡

-回転率を上げてキャッ

シュフローを良くするため｡4.トータルコスト

での比較上にあげた第2段階としてのトータル

コストでの比較について見てみ



戦略的物流へ
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スの時代調査を行ったことがある｡

荷主の要望項目を多かった順に挙

げると次の棟であった｡1."I

.owerCost"2."Time-DefiniteService"(約束通

りの確実な輸送)3."Tin1elyhformation''(タイム7)-な情報提供)

4.'Lspeed"注目すべきは "Time-Definite

Service"の方が"Speed"に対する要望よ

りも多かった点である｡実際に荷主さんに会って話

を伺っても､1-2時間でも早く着ける様にとの

要望よりも､2日なら2日､3日なら3日で確

実に届けて欲しいという要望が多い｡それと正確な情報をタイムリーに欲

しい､との要望が多い｡かつては､荷主は航空

会社またはフォワーダーから､出荷貨物が予定航

空便に搭載された旨の報告を受ければ満足してい

た｡しかし､近年､それでは不十分で､詳細なト

レース情報を求める荷主が多くなったO中には､3

0分毎に貨物のポジションを報告することを求める

荷主もあるOこの様な荷主は輸送が計画通りに

行われているか否かを､システムで常時モニター

している｡この様な要望の背景は､荷主企

業のビジネス環境がより"GlobalandCompetitive"になってきていること である｡生産拠点がグロ

ーバル化し､部材の調達もグローバル化しているO

かっては日本から部材を送り込んでいたが､現

在では調達先が世界中に広がっているoまた､`̀Justln

Time"方式を導入して無駄な在庫を持たな

い棟にする企業が増えている｡荷主はタイムリーに

必要な量しか送らない｡従って､輸送途上で何ら

かのイレギュラーが発生した場合､荷主は直ちに

アクションを取る必要がある｡その為に､詳細なトレース情報が必要とな

る､という訳である｡

6.戦略的物流へ荷主企業は厳しい競争

環境の中で色々の目標にチャレンジしているo例えば､次のような

課題を追求している｡①注文を受けてから納品までのサイクルタ

イムを短くする｡②CS(顧

客満足度)を向上するO③在庫を極小化する｡

(輸送中在庫を含む)④キャッ

シュフローを改善する｡1つのE]標を達成でき

ても､複数の目標を同時に達成することは薙しい

｡例えば､工場の部材の在庫を出来るだけ少なく

しようとすると､生産がストップしてしまうリス

クを抱えることになる｡物流情報2



出来上がった商品のストックを少なくすると､お

客さんが欲しい時に品切れになる怖れがある｡多

くの企業が､CS(顧客満足度)を保ちつつ
､いかにして在庫を極小化するか､といった二律

背反的な目標を達成しようと､懸命に競争してい

る｡そのような競争的状況の中で､一部荷主は

航空輸送の利用を積極的に検討している｡ロジス

ティック･チェーン全体の中で､航空輸送はほんの

一部を受け持っているに過ぎない｡しかし､国際

物流において､ハイテク高付加価値商品の中には

､ほぼ全量が航空で運ばれている商品もある｡

3ケ月から半年で新商品が次々に出てくるような商品

の場合､1週間単位で市場価格が下がってしまう｡

従って､数週間かけて船で運ぶよりも､運賃は高

くても航空で運んだ方が得だというケースがあ

る｡必要な量をタイ

ムリーに運べる航空輸送を､ロジスティック面の

課題達成のための有効な手段として活用しようと

考える荷主が増えている｡間に合わないから止むを

得ず使うという緊急避難的使い方から､戦略的･

積極的な償い方へと､荷主の利用動機が変化して

きている｡7･サプライ･チェーン･マネージ

メントと航空貨物トヨタ自動車のカンパン方式は

､部品メーカーからトヨタの組立て工場に､カンパンを使って必 安な部品を､必要な量だけ､必要

な時に

屈させるシステムで､この方式



一部分に過ぎず､航空会社が提供できるサービス

は限られている｡しかし､航空輸送はその特徴で

あるスピードと確実性から､サプライ ･チェー

ン･マネージメント構築の上で有効なパーツとし

て注目されるようになっている｡

8.導入例､検討例

【米コンピューター ･メーカーD社】D社は最

近パソコンの売上高において競争会社を抜いて

N0.1のパソコンメーカーとなったOこの会社は

お客からインターネットで注文を受けてから､お

客の好み通りにカスタマイズして生産する｡そし

て､7日以内にお客さんに届ける｡従って､在庫

が無い｡アジア地区ではマレーシアのペナンに組

み立て工場があって､各国からの組立て部品の送

り込みも航空を利用している｡ペナン工場で組立

てられた製品は全量航空で運ばれている｡D社の

ホーム･ページを開けると注文のステップが出て

くる｡商品を選び､オーダー内容の確認をクリック

すると､注文がD社に飛んでいって､組み立てが

始まる｡注文したパソコンが今どういう段階か､

生産中か､ペナンの工場を出たか､成田に着いた

か､等もホームページで調べることができる｡こ

のD社のビジネスモデルは多くの他のメーカーに

影響を与えている｡

【D社の競争会社】D社ほど徹底した受注生産

方式ではないが､D社の競争相手のG社､A社等

は､部分的に受注生産方式を取り入れたり､ネッ

ト市場での直販を導入したりして､D社より早い

納期で顧客に届けることをセールスポイントにし

ている｡弊社のプロアクティブなトレース情報サ

ービス (プッシュ型e-mailサービス)が評価され

ている｡また､受注生産方式ではないが､従来よ

りも格段に清赦な需要予測を行い､生産計画をき

め細かく調整することにより在庫を極力減らそう

としている会社もある｡この会社では航空輸送を

選択する基準を明確化して､一部商品を除き全面

的な航空輸送の利用を検討している｡

【日本の家電メーカーM社】M社は全世界の在

庫を半減しようというプロジェクトに取組んでい

る｡M社は全世界に約1兆円分の在庫


